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日本語タイトル  
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ェーズ 2 の心臓リハビリテーション患者に及ぼす影響 
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要約  

・ 外来心リハの中止や外出自粛が外来心リハ患者に及ぼす影響につ

いて検討されている。 

・ 2020 年4 月から 5 月の緊急事態宣言による心リハ中止の前後に、

同一負荷で行われた運動療法時の循環動態反応と自覚的運動強度

の変化について、75 歳未満群と 75 歳以上群に分けて調査された。 

・ 75 歳未満の患者は、心リハ中止前に比し、運動中の心拍数は増加し

た（p = 0.009）。 

・ 75 歳以上の患者は、心リハ中止前に比し、体重は減少し（p = 

0.009）、また運動中の Borg スケールは、呼吸困難感および下肢疲

労感ともに高い値を示した（各、p <0.001）。 

・ 75 歳以上の高齢者では、よりフレイル予防のための対策が必要であ

る。 


